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第1時第3号 監 (ωm 
た結果である。
第1回大阪経済大学 田杉競先生を偲ぶ
第2回滋賀大学経済学部
第3回愛知工業大学経営工学科
第4回早稲田大学社会科学部
第5回阪南大学商学部
そして，第6回大会は「田杉先生を記念してJということで京都学園大学で1991年に
開催されることが決定している。この学会は，田杉先生のお仕事のうち学校関係以外の
公的なお仕事の最後のものとなった。
私は学会誌創刊号に，本学会創設の必要を痛感され，その設立をみづから企画され提
言された人は田杉先生であったことを記述した。そして田杉先生は会長をおつとめ下さ
ったのである。
田杉先生は，会長就任後ただちに「何よりも勉強だ」ということで「研究分科会」を
つくることを指示された。出来た順にあげるとιrR& D研究分科会Jr中国経営問題
研究分科会Jr工業経営研究本質論研究分科会Jr工業経営国際化研究分科会Jr労働
の人間化研究分科会Jrバーナード理論研究分科会」の6つが生まれた。そして，最後
の研究分科会は提案者によれば「田杉先生を記念して」ということである。
もし，この学会が正しく発展した時，それは国杉先生の卓見に発するものである。そ
して先生の遺されたお言葉は，実に「後世への礎石」であった。このお言葉を建学の精
神とすることを総会でも採択された (1990年10月20日〉。 この先生の心を心として受け
継いでいきたいと念じている次第である。
飯野春樹
京都大学名誉教授，京都学園大学名誉教授，経済学博士田杉競先生は，平成元年11
月13日，東福寺の京都第一赤十字病院で安らかに永遠の眠りにつかれた。まさに痛恨の
極みである。
16日，東福寺塔頭，南関院で執り行われた葬儀には，弔問の長い行列が途絶えること
なく，故人生前の活動とそのお人柄を示すに足る盛儀であった。冬芽会(田杉ゼミ卒業
生の会〉会長杉山正直氏が葬儀委員長として，思師を見送る役割を果たされた。従三位，
大鑑院碩学道賢居士のお墓は同院にある。
側聞するところによれば，先生は奥様とともに，越後湯沢で開かれた学振の研究会に
参加された帰路，こよなく愛しておられた野尻高原大学村の山荘に立ち寄って休息され
たが，京都に向かわれる列車のなかで気分がすぐれず，一旦帰宅の後，救急車で入院さ
れた， とのこと。 7月24日のことであったが，再び，自宅にも山荘にも戻られることは
なかった。
先生は，昭和47年京都大学停年退官後，京都学園大学教授として引続き教壇に立たれ，
昭和56年10月から62年3月まで同大学学長の重責を果たされた。 1年間お休みののち，
昭和63年4月開学の七尾短期大学教授に就任された。設立認可にあたって先生のお名前
が必要だったこともあるが，先生ご自身も七尾へのお出かけを楽しんでおられたようで
あった。関学2年目の夏休み前までの講義は無事すまされていたのである。
81年の生涯の最後の最後まで， このように研究と教育に「現役として」最善をつくさ
れた。これは先生の積極的，活動的な意欲の表れであり，先生にとっては幸せなことで
あったに違いないが，先生を支えられた奥様はじめご家族の皆さまのご努力訟しには不
可能なことであった。
先生の研究業績については，すでに周知のことであろうから，簡単な紹介にとどめた
い。それは，大別すれば，戦前の中小企業論，戦後の人間関係論，組織論であろうo
